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仲間の力で紡ぐ、持続可能な未来へ

常任理事

二　村　　敏
株式会社神戸製鋼所

素形材事業部門
鉄粉ユニット長

　株式会社神戸製鋼所　素形材事業部門　鉄粉ユニット長の二村です。
　皆様には大変お世話になっております。
　私は 1991 年に、神戸製鋼所に入社し、下関にある長府製造所のアルミ押出
事業の製造室に配属され、アルミの押出型材で製造される自動車や新幹線部品
の生産技術、商品技術に従事してきました。約 20 年間、「現場で働く諸先輩方
の経験や技術を紡いで頂き、一緒に汗をかきながら、新製品の立ち上げ、生産
性改善、お客様からのご要望に応えるべく、品質改善やコスト改善に取り組みま
した。」ここでの経験が私のサラリーマン人生における礎になっております。
　2015 年からは北米のケンタッキー州にアルミ押出事業の工場を建設するプ
ロジェクトメンバーに選出され、現地での土地の探索、購入、工場の建築から
設備の立ち上げ、現地アメリカ人の採用や教育等、組織作りと、日本では経験
できない人種や文化の違いによる考え方の相違や仕事に取り組む姿勢に苦労しながらも、これまでの経験と技
術を礎に生産設備の立ち上げや運営管理を行ってまいりました。2021 年の 2 度目の米国赴任時には、コロナ
禍で世界中が不安に包まれた中、労働者不足により、雇用の争奪が激化し、賃金の高騰にも見舞われ、計画通
りに要員が集まらず、日本から多くの応援者を派遣していただき、生産対応に追われる日々が続きました。また、
気候でも「100 年に 1 度あるか？」と言われた複数のトルネードがケンタッキーで発生し、近隣の民家や他社の
工場を直撃するなどの大きな被害を受け、倒木による道路の封鎖や停電、被災した従業員への対応など、大変
な期間を過ごしました。気分転換は、幼少期から興味のあった洋楽のポップミュージックを聴く事でした。80 年
代の小林克也さんのベストヒット USA を良く見ていたのでマイケルジャクソンやホール＆オーツ、マドンナやラ
イオネルリッチ等に影響受け、米国には新しいアイディアや技術により生み出される洗練されたイメージを持っ
ていました。実際には、異文化の違いや言葉の壁など、イメージとは異なった一面も多く、それらを受け入れ
ながらの運営は、日本流の技術や現場の勘・コツに任せるような運営は困難であり、シンプルで誰でも出来る
オペレーションが求められました。ものづくりは地道な作業の繰り返しが求められる事もあり、忍耐を求められる
作業では離職率が高まるため、早期に作業負荷低減や自動化が求められました。会社やモノづくりに対する相
違で人事的な苦労を強いられましたが、多くの日本からの仲間の力に助けられました。
　2024 年 7 月に米国からの帰任と同時に、粉末冶金関連事業へ異動することになり、初めて鉄の粉末冶金技
術や業界、マーケットやサプライチェーンなど、鉄粉事業に関わる仲間やお客様に教えていただきました。粉末
冶金は金属粉末を原料として成形・焼結するプロセスを利用した製造技術で、従来の鋳造や鍛造と比べてエネ
ルギー効率が高く、材料の無駄を大幅に削減できるため、環境面での持続可能性が注目されています。また、
従来の高温プロセスに比べて比較的低い温度で焼結を行うため、エネルギー消費量が少なく、製造過程で排出
される温室効果ガスの量も抑制され、クリーンな技術として評価が高まっています。自動車や航空宇宙分野に
おいて、軽量化は燃費向上や CO₂ 排出量の削減に直結するため、環境面でのメリットは計り知れません。
　一方で、粉末冶金の持続可能性をさらに高めるためには、いくつかの課題も存在します。まず、粉末の製造
自体におけるエネルギー効率の改善や、微細な粉塵管理の技術革新が求められています。また、リサイクル可
能な粉末材料の開発や、プロセス全体のライフサイクルアセスメント（LCA）の実施により、環境負荷を定量的
に評価・改善していくことが重要です。粉末冶金は、材料効率の高さ、エネルギー消費の低減、そして複合材
料の製造といった多くの面で、環境に優しい製造技術としての可能性を秘めています。EV 化の潮流により、エ
ンジンに使用されるギア等の焼結製品の使用量減により、業界全体として厳しい状況にありますが、諸先輩方か
ら受け継いだ持続可能な技術としての粉末冶金は、今後の製造業の進化において重要な役割を果たすと考えら
れます。技術革新と環境負荷のさらなる低減が実現すれば、粉末冶金はより一層、『何物にも代えがたい』技
術として、持続可能な未来に紡いで行くだろう。
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　 正会員	 （6月 30日）	 株式会社アテクト
　 賛助会員	（5月 31日）	 三菱商事テクノス株式会社
　 賛助会員	（6月 30日）	 TAIWAN YOSHIZUKA INDUSTRIES CO., LTD.
　
会員情報
本社移転
　 株式会社アドテックエンジニアリング
　 〒108-0073 東京都港区三田 3 －５－ 19　住友不動産東京三田ガーデンタワー 31 階
　 TEL、FAX 番号は変更なし

優良従業員表彰候補者推薦募集（会員限定）
　2025 年度日本粉末冶金工業会優良従業員表彰候補者推薦受付を開始しました。期限は 8 月 1 日（金）
です。
　本表彰は、粉末冶金関係の製造現場で、多年にわたり、当業界の発展に貢献された方を表彰し、製造現
場の方の勤務の励みにすることを目的にしたものです。1995 年度に発足し、推薦は正会員に限定されます。
昨年度は９社から 12 名の方が受賞されました。今年度も多数のご推薦をお願いいたします。
　詳細推薦要領は、7 月初旬に発送しております推薦案内をご覧下さい。

2024 年度工業会年報発行（会員、非会員、一般）
　「2024 年度日本粉末冶金工業会年報」を 7 月 15 日に発行しました。A4 版 36 頁。
　本年報には、2024 年度の生産状況（粉末冶金製品・原料粉末）、海外進出状況、世界の生産状況、工業
会の動き、工業会各賞、協賛広告等を掲載しています。
　会員及び教育機関、需要家当に幅広く配布いたしておりますが、社内、販売代理店当の教育資料として
も是非ご活用下さい。なお、一般の方もご購入いただけます。詳細は工業会 Website の発行冊子申込をご
確認下さい。

工業会Website 掲載情報更新受付中（会員限定）
　工業会 Website の定期更新情報提供の受付を開始しました。本案内は、工業会 Website に新しい情報
を織り込んで、その充実化を目指しております。各社 PR にお役立ていただけるコンテンツもございます
ので、情報を提供いただきますようお願いいたします。提出期限は 8 月 29 日（金）です。詳細は事務局

（info@jpma.gr.jp）までご連絡下さい。
　・会員一覧・・・会員一覧から各社 Website にリンクします。（リンク先の変更があれば提示下さい。）
　・会員各社最新情報・・・新製品（用途、技術含む）を社名入りで紹介いたします。
　・こんなところに粉末冶金・・・�一般の方が粉末冶金に興味を持っていただくことを目的に製品を紹介

しています。
　・VA 事例・・・粉末冶金採用拡大を目的に VA 事例を紹介しています。
　・就活サポート・・・各社の就活情報を紹介します。（正会員限定）
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会議スケジュール
　常任理事会
　7 月 18 日	 工業会会議室
　9 月 11 日	 工業会会議室
　常設委員会・部会
工業会賞選考委員会
　7 月 7 日	 工業会会議室
　7 月 28 日	 Web 会議（仮）
　8 月 21 日	 工業会会議室
業務委員会
　8 月 7 日	 工業会会議室
総務部会
　8 月 7 日	 工業会会議室
広報部会
　8 月 7 日	 工業会会議室

焼結機械部品技術委員会
　9 月 4 日	 工業会会議室
軸受部会
　8 月 22 日	 工業会会議室
プレス技術委員会
　9 月 26 日	 工業会会議室
原料粉末技術委員会
　7 月 14 日	 工業会会議室
射出成形粉末冶金委員会
　8 月 18 日	 工業会会議室
マーケティング委員会
　10月17日	 Hybrid 会議
国際規格委員会
　9 月 3 日	 工業会会議室

環境委員会
　8 月 25 日	 工業会会議室

粉末冶金技術イノベーション
プロジェクト（PMIP）

代表者会議
　7 月 18 日	 工業会会議室
運営委員会
　8 月 5 日	 Web 会議
高強度部材WG
　7 月 15 日　Web 会議
摺動部材 Pre-WG
　7 月 30 日	 Web 会議

第 4回粉末冶金基本講座（Web開催）	 対象：会員

　本講座は、広報部会主催で粉末冶金
産業における人材育成を目的に 2022
年度から開設した講座です。
　講座は下記、2 コース制の予定です。
■開催日程
　Aコース（基本講座）：9 月 9 日、16日
　B コース（入門講座）：9 月 9 日
■講師
　藤長政志氏（当会 OB ネットワーク）
■講座の目的
　さまざまな粉末冶金の基礎に関する
講座がありますが、聴講対象者は大学などで金属や物質の成り立ちについて知識を有している方が前提の内
容でした。 
　本講座は、そのような講座を受講して理解するために必要な、基礎知識を提供すると同時に、それらの講
座が扱わない、粉末冶金の業務を実践する上で有用な実務上の知識と、仕事の幅を広げるための教養を身に
つけていただく事を目的としています。
　粉末冶金の基礎知識、情報習得には最適な講座であり、製品製造メーカー以外の原料、設備、商社の方で
も理解いただける内容です。受講案内詳細は 7 月に会員連絡担当者宛にご案内いたします。

JPMA 日本粉末冶金工業会

講座の内容

全ての基本
❖ 粉末冶金とは何か
❖ 単位と表記

粉末冶金の理解のための基礎科学
❖ 物質の成り立ち、金属とは何か
❖ 焼結とはどんな現象か
❖ 鉄と銅の有用性

粉末冶金の立ち位置
❖ 他工法との比較
❖ 粉末冶金の市場

粉末冶金の法律と規格
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粉末の製造
❖ 鉄粉、銅粉の製造法と粉末の特徴
❖ 粉末の品質と評価方法

軸受の製造
❖ 軸受の形式と機能
❖ 焼結含油軸受の製造工程と適用

焼結機械部品の製造
❖ 焼結機械部品の製造工程と適用
❖ 磁性材料とステンレス

新しい粉末冶金と今後の展開
❖ MIMと積層造形
❖ カーボンニュートラルと粉末冶金
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委員会の動き	 　
　常任理事会
4 月 10 日　工業会会議室
（1）役員等の選任並びに異動の承認。
（2）工業会賞選考委員会委員委嘱の承認。
（3）定時総会段取りの承認。
（4）工業会賞特別セッション段取りの確認。
（5）2024 年度工業会賞募集の確認。
（6）常任理事会・歓送迎会実施方針の承認。
（7）秋季総会実施方針の承認。
（8）創立 70 周年記念行事実施方針の承認。
（9）�WORLD PM2024 第 3 回組織委員会開催の

確認。
（10）2025 年版素形材ビジョンの紹介。
　常設委員会・部会
業務委員会
7 月 3 日　工業会会議室
（1）優良従業員表彰実施方針の審議。
（2）秋季総会開催方針の審議。
（3）コンプライアンス監査結果の報告。
（4）粉末冶金交流会開催方針の審議。
（5）�創立 70 周年式典・祝賀会及び新年賀詞交歓

会開催方針の審議。
（6）�S&P Global Mobility 予測サービス有料化

に関する対応を審議。
（7）粉末冶金基本講座開催方針の審議。
（8）�効率化事例発表会／原料粉・設備関連製品

PR 会開催方針の審議。
総務部会
7 月 3 日　工業会会議室
（1）優良従業員表彰実施方針の審議。
（2）秋季総会開催方針の審議。
（3）コンプライアンス監査結果の報告。
（4）�効率化事例発表会／原料粉・設備関連製品

PR 会開催方針の審議。
（5）APMA2025 青島対応の審議。
（6）粉末冶金交流会開催方針の審議。
（7）�粉末冶金技術イノベーションプロジェクト進

捗報告。
（8）常任理事会歓送迎会の確認。

（9）�S&P Global Mobility 予測サービス有料化
に関する対応を審議。

（10）自動車部品工業会懇談会の対応を審議。
（11）粉末冶金産業ビジョン改訂の審議。
広報部会
7 月 3 日　工業会会議室
（1）人材育成セミナーの当日段取りの確認。
（2）�創立 70 周年式典・祝賀会及び新年賀詞交歓

会開催方針の審議。
（3）粉末冶金基本講座の開催方針の審議。
（4）�創立 70 周年記念事業「HP リニューアル」

の審議。
（5）HP 更新状況の報告と確認。
焼結機械部品技術委員会
4 月 17 日　工業会会議室
（1）�JIS Z 2550 原案作成委員会構成委員案及び

改正素案の確認。
（2）粗さ標準化指針案について意見交換を実施。
（3）�JPMA M04 引張試験片改訂に関する応力解

析結果について意見交換を実施。
（4）�理想の焼結工場 HP 展開について意見交換を

実施。
（5）�工業会 HP リニューアルについて委員会方針

を決定。
（6）ISO 投票方針を決定。
軸受部会
6 月 4 日　工業会会議室
（1）�軸受の寿命の推定方法（計算）について部会

委員から提案を行い、意見交換を実施。
（2）�工業会 HP リニューアルについて部会方針を

決定。
プレス技術委員会
6 月 20 日 工業会会議室
（1）�トラブル事例についてプレスメーカーから

紹介。
（2）�プレスの構造や機能についてプレスメーカー

から紹介。
（3）�新規 PJ 活動内容のとりまとめ素案について

意見交換を実施。
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（4）�工業会 HP リニューアルについて委員会方針
を決定。

原料粉末技術委員会
4 月 18 日　Hybrid 会議
（1）�CO2 排出量調査結果報告及び原料粉 CO2 排

出量算出方法統一化について意見交換を実施。
（2）�原料粉リサイクルについて各社取組み内容を

紹介。
（3）ISO 投票方針の決定。
（4）�粉末の充てん性指針案について意見交換を

実施。
（5）JIS Z 2550 原案作成委員会構成委員案の承認。
（6）�工業会 HP リニューアルについて委員会方針

を決定。
射出成形粉末冶金委員会
5 月 14 日　工業会会議室
（1）�工業会 HP リニューアルについて委員会方針

を決定。
（2）�MIM 講習会 - 中級編について開催実施方針

を決定。
（3）MIM 共同展示について意見交換を実施。
（4）PIM International 広告投稿の承認。
マーケティング委員会
7 月 11 日　工業会会議室
（1）�工法毎のグループワークまとめ資料完成（追

加調査課題含む）
（2）工法毎の発表及び感想意見出し
国際規格委員会
5 月 13 日　Hybrid 会議
（1）ISO 投票案件、活動状況について報告。
（2）2025ISO 会議派遣者の決定。
（3）�MPIF 規格改訂内容の紹介及び今後の進め方

について意見交換を実施。
（4）工業会 HP・GPMD ページ改訂方針を決定。
（5）�工業会 HP リニューアルについて委員会方針

を決定。
　粉末冶金技術イノベーションプロジェクト（PMIP）
運営委員会
6 月 9 日　Web 会議
（1）運営委員会委員委嘱に伴う交通費、謝金の承認。
（2）組織体制の確認。

（3）�WG 進捗報告、進め方について意見交換を
実施。

7 月 9 日 Web 会議
（1）代表者会議報告事項確認。
（2）参加募集説明会応募状況報告。
（3）�NEDO RFI 申請関連進捗報告及び意見交換

を実施。
（4）WG 及び新設ＷＧに関する進捗報告。
高強度部材WG
5 月 7 日　Web 会議
（1）知財扱いについて意見交換を実施。
（2）NEDO 助成金について情報紹介。
（3）WG 活動内容、目標値について意見交換。

5 月 30 日　Web 会議
（1）NEDO RFI 提出の為の必要情報の共有。
（2）開発目標と技術要件の審議。

6 月 16 日 Web 会議
（1）開発項目・重要度について審議。
（2）開発目標について審議。
（3）NEDO RFI 提出のための必要情報の共有。

7 月 2 日　Web 会議
（1）技術開発内容について審議。
（2）極限部材開発目標について情報収集結果報告。
（3）NEDO RFI 提出準備状況の確認。
摺動部材 Pre WG
5 月 7 日　Web 会議
（1）WG 活動内容について意見交換を実施。

5 月 20 日　Hybrid 会議
（1）E-Axle 要求特性値のヒアリング。
（2）WG 目標値作成担当者の決定。

6 月 19 日 Web 会議
（1）�山登り図と PV 値で開発目標について意見交

換を実施。
7 月 10 日 Web 会議
（1）参加募集説明会応募状況報告。
（2）�開発テーマの詳細内容反映及び意見交換を

実施。
　WORLD PM2024委員会（部会）
第 3 回組織委員会
4 月 10 日　茶寮一松
（1）収支結果報告及び承認。
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　5 月 28 日から 30 日まで京都大学宇治キャンパス宇治おうばくプラザ
にて、粉体粉末冶金協会の 2025 年度春季大会 ( 第 134 回講演大会 ) が開
催され、初日の 28 日に「日本粉末冶金工業会賞受賞記念特別セッション」
を行いました。
　本セッションは、協会と当会の連携強化の一貫として 1996 年春季大会
から協会のご協力を得て、毎年実施しています。
　当日は、初めに 2024 年度工業会賞選考委員会委員長の二村敏氏（神戸
製鋼所・素形材事業部門鉄粉ユニット長）から挨拶がなされ、座長の北条啓文氏（2024 年度工業会賞選考
委員長代行）に進行いただきました。
　今回 5 年振りの工業会賞大賞に選出された「アキシャルモータの高性能化に貢献する両ツバ一体圧粉磁心

の開発（住友電気工業）」、新製品賞・デザイン部門
2 件、製法開発部門 1 件、原料賞 2 件及び奨励賞 2
件の計 8 件の発表が行われました。
　本セッションは協会春季大会関係者、研究者、ユー
ザー、当会会員など多くの方々に参加いただき、今
回も活発な質疑応答がなされました。
　なお、受賞製品の概要は、協会のご協力により、
協会誌『粉体および粉末冶金』の Vol.72No.3・4
に掲載いただきました。

工業会賞受賞記念特別セッション	 対象：会員、非会員、ユーザー（一般）

【セッション会場】

【二村常任理事】

　5 月 23 日、機械振興会館（東京都港区）において理事会及び定時総会
を開催しました。
　理事会、定時総会は園田会長が議長として議事を進行しました。
　冒頭、経済産業省素形材産業室室長 星野昌志氏から「2025 年版 素形
材産業ビジョン」についての概要説明及びご挨拶をいただきました。

1．理事会
（1）	� 第 1 号議案 ｢2024 年度事業報告｣、第 2 号議案 ｢2024 年度収支決

算報告｣
	� 　両議案を一括審議。専務理事から資料により事業報告を説明、また収支決算については PM 記念基

金特別会計収支決算を含め説明。次いで、清水監事から 4 月 22 日に実施の監査報告がなされました。
	� 　審議の結果、両議案とも承認されました。

（2）	� 第 3 号議案「2024 年粉末冶金国際会議決算」
	� 　専務理事から資料により2024年粉末冶金国際会議収支決算報告を説明。審議の結果承認されました。
(3)	� 第 5 号議案 ｢2025 年度事業計画｣、第 6 号議案 ｢2025 年度予算｣
	� 　両議案を一括審議。専務理事から資料により事業計画及び予算を説明。事業計画は「粉末冶金産業ビ

2025 年度　定時総会	 対象：会員

【星野室長】
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　6月 12 日、恒例の業務委員会見学会を開催
しました。今回は、株式会社ファインシンター
のご紹介により、午後 13時 30 分から小林工
業株式会社を訪問。業務委員会社から 10 社
13 名、粉体粉末冶金協会から 2名、工業会事
務局 2名の 17名が参加しました。
　小林工業株式会社は、秋田空港から車で 50
分の秋田県由利本荘市にあり、「ものづくり技
術をもって社会に貢献する」というコンセプト
に、確かな技術でお客様の課題の解決をしてお
られます。

工
業
会
行
事
報
告

ジョン」のアクションプランとの関連も含め説明。予算は工業会事業運営上、最低限必要な資金を確保
するため、通常会費とする旨も説明。審議の結果、両議案とも承認されました。

2．定時総会
(1)	 �第 1 号議案 ｢2024 年度事業報告｣、第 2号議案 ｢2024 年度収支決算報告｣、第 3号議案「2024 年

粉末冶金国際会議決算」
	 �　理事会で承認された 3議案を一括上程、異議なく承認されました。
(2)	 �第 4号議案「役員の選任」
	 �　植月義夫（日本粉末冶金工業会）退職に伴う後任専務理事として澤山

哲也　（日本粉末冶金工業会）が選任されました。次いで顧問任期満了
に伴い渡辺龍三氏（東北大学名誉教授）、三浦秀士氏（九州大学名誉教授）
の退任が報告されました。

（3）	 �第 5号議案 ｢2025 年度事業計画｣、第 6号議案 ｢2025 年度予算｣
	 �　理事会で承認された両議案を一括上程、異議なく承認されました。
	 �　以降は、澤山新専務理事司会により職員表彰授与、新任、退任及び総会初出席の方々からご挨拶をい

ただきました。
3．講演会
　総会終業後、大阪大学接合研究所招へい教授・尾﨑由紀子氏（当会評議員）
から「P/Mの競争力強化の取組み」と題し、欧州 EPMAの戦略から学ぶAll 
Japan での連携体制のあり方及び PMイノベーション PJ を起点とする日本
独自の戦略的 R&D体制の構築について、講演をいただきました。終了後、
参加者から活発な質疑が行われ、本講演の関心の高さが伺えました。
　次いで、懇親会を開催しました。経済産業省素形材産業室のご出席を　い
ただくなか、粉末冶金業界の会員皆様方和気藹々と歓談され、閉会となりま
した。今回の総会・懇親会出席者は 68名、うち会員は 33社 55名。

【澤山新専務理事】

【講演：尾﨑由紀子氏】

【小林工業株式会社前（記念撮影）】

業務委員会見学会　「小林工業株式会社」	 対象：会員
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粉末冶金技術イノベーションプロジェクト
参加募集説明会開催 	 対象：JPMA 会員、JSPM 会員

第 13回人材育成セミナー　「機能分析法」 開催 	 対象：会員

　日本粉末冶金工業会及び粉体粉末冶金協会は、P/M 共同開発活動の組織発足準備を進め、6 月 1 日付で
組織（事務局は金属系材料研究開発センターに設置）の正式立ち上げにより粉末冶金技術イノベーションプ
ロジェクト（略称：PMIP）を始動いたしました。本プロジェクトは、粉末冶金技術の革新的な開発（極限
部材開発）を目標に掲げ、参加いただく企業、大学、研究所等を募集する説明会を 6 月 25、26 日に Web
説明会を実施しました。参加者は 2
日間で延べ３6 組織（企業、大学、
研究機関）66 名が参加しました。
　説明会では組織体制及び、幹事
会社で構成される各ワーキンググ
ループの活動状況について説明を
行いました。会員各位におかれまし
ては是非、本活動の趣旨にご賛同い
ただき、参画いただきますようお願
いいたします。

　広報部会主催の第 13 回人材育成セミナーは、「機能分析法」をテーマに 7 月 4 日、機械振興会館で開催
しました。冒頭に、増本広報部会長から開催の趣旨説明と挨拶があり、セミナーが開始されました。今回は、

「機能分析法」の知識を学び、実際に活用するための手法の習得を目的として開催しました。
　参加者は、若手の方々を中心に 9 社 16 名と広報部会委員 8 名、工業会事務局 2 名の合計 26 名。
　なお、様々な年齢層、所属企業が参加していますので、当会のコンプライアンス指針を遵守した上で、開
催しております。
　講師は、㈱ RK コンサルティング 丹澤一昭氏にご講演いただきました。

　見学は会社の紹介動画を拝見し、機械製造紹介を機械営業
G 東海林様、金型製造紹介を金型営業 G 斉藤様に説明いた
だき、質疑応答後、2 班に別れ工場内を見学しました。もの
づくりに対するチャレンジ精神が込められた興味の沸く技術
や製品の説明に対し、見学中も含め多くの質問が提示される
など、予定時間をオーバーする大変有意義な見学会となりま
した。
　末筆になりますが、今回の見学会を万全の準備でお迎えい
ただきました小林工業株式会社様、関係者の皆様にこの場を
お借りして厚くお礼申し上げます。

工
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【工場見学】
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　○丹澤一昭氏（㈱ RK コンサルティング 代表取締役）
　　【専門分野】　VE、原価企画、商品開発、生産管理
　　【経　　歴】　�日本 VE 協会各種セミナー講師、日本管理会計学会会員、

日本 VE 協会編集委員など
　本セミナーの目的・概要・ねらいは次のとおり。
　　【目　　的】
　　　・機能分析の基本的知識を理解する。
　　　・事例研究で抜本的な問題解決法を習得する。
　　【概　　要】
　　　・目的達成ができる機能分析法を学ぶ。
　　　・機能とコストの分析技術を習得する。
　　　・価値向上のためのアイデアを発想する。
　　【ね ら い】
　　　・機能分析法を活用した VE の基礎知識を知る。
　　　・改善活動による収益向上の必要性を知る。
　　　・機能分析法の普及経緯・考え方・進め方を知る。
　　　・機能分析法の技術（機能の定義・機能の整理・アイデア発想法）を習得する。

　受講者は 6 つのグループに分かれて、演習問題（3 テーマ）を協同で討議し、まとめを行い、各グループ
から発表を行いました。セミナー開始時には皆様少し緊張の面持ちでしたが、グループでの演習を重ね、時
間の経過とともに各グループで会話が弾み、最後のとりまとめの際にはチーム一丸となり、発表に取り組ん

でいました。
　修了後のアンケートでは「満足」が 93％、「やや満足」
が 7% を占め、感想として、「機能を原点としてアイデ
アを出すという VE の考え方は、色々な場面で活用でき
そう」、「研究開発職として、機能を良く分析して業務に
活かしたい」、「課題解決に向けより深い洞察を可能にす
るバリューエンジニアリング、機能分析のアプローチは
現業に即応用可能であり、非常に有意義な手法であると
感じた」など、好評なコメントが多く寄せられました。

　広報部会では将来の
業界発展を担う若い世
代の成長に寄与するセ
ミナーを企画し、効果
の期待できる人材育成
プログラムを今後も鋭
意検討してまいります。
ぜひ多くの会員さまに
ご活用いただければと
存じます。

【講師：丹澤一昭氏】

【画像出典： ( 株 )RK コンサルティング】

【グループ演習の様子】

　【人材育成セミナー出席者】

28

機能を捉える

機機能能をを思思考考のの原原点点ににししてて問問題題をを解解決決すするる

特特 徴徴特特 徴徴

現在のモノ
モモノノ本本位位のの
アアイイデデアア発発想想
モモノノ本本位位のの
アアイイデデアア発発想想

新しいモノ

機 能
（（働働きき・・役役割割・・目目的的））

機機能能定定義義
機機能能分分析析
機機能能定定義義
機機能能分分析析

機機能能本本位位のの
アアイイデデアア発発想想
機機能能本本位位のの
アアイイデデアア発発想想
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統
計
情
報　当会業務委員会では、粉末冶金製品の需要構造を的確に捉え、今後の市場開拓の参考にするため 1980 年

度から「焼結品需要構造調査」を実施しています。
　2024 年度の集計結果がまとまりましたので、詳細は会員向け発送資料（6 月 30 日付）をご覧下さい。 
本紙には、集計結果表のみを掲載いたします。

2024 年度 焼結品需要構造調査結果	 　

表 1　焼結機械部品（2024年度） 表 2　焼結軸受合金（2024年度）

表 3　粉末冶金用原料粉出荷量（2024年度）

需 要 先 機 械 別 生産量（t） 前年度比（%）構成比（%）

輸
送
機
械
用

自
動
車

四 輪 車  57,549  95.4  93.3 
二 輪 車  757  97.1  1.2 
小　　　 計  58,306  95.4  94.6 
そ の 他  176  60.6  0.3 

計  58,482  95.2  94.9 

産
業
機
械
用

建 設 機 械  966  75.3  1.6 
汎 用 エ ン ジ ン  286  71.6  0.5 
油 圧 機 械  167  80.8  0.3 
農 業 機 械  103  64.8  0.2 
工 作 機 械  211  145.8  0.3 
事 務 機 械  94  146.9  0.2 
そ の 他  295  172.4  0.5 

計  2,123  87.4  3.4 

電
気
機
械
用

エアコンディショナー  394  96.8  0.6 
電 動 工 具  29  114.2  0.0 
マイクロモータ  19  39.3  0.0 
コンピュータ周辺機器  6  95.0  0.0 
電 気 冷 蔵 庫  17  100.0  0.0 
ステッピングモータ  3  96.4  0.0 
通 信 機 器  2  95.0  0.0 
換 気 扇  2  95.0  0.0 
そ の 他  158  110.2  0.3 

計  631  96.3  1.0 
そ の 他 用 計  416  85.2  0.7 
合 　 　 　 　 　 計  61,651  94.9  100.0 

需 要 先 機 械 別 生産量（t） 前年度比（%）構成比（%）

輸
送
機
械
用

自
動
車

四 輪 車  2,855  93.5  68.2 
二 輪 車  164  62.6  3.9 
小　　　 計  3,019  91.0  72.2 
そ の 他  9  151.1  0.2 

計  3,028  91.1  72.4 

産
業
機
械
用

建 設 機 械  178  78.1  4.2 
事 務 機 械  111  118.1  2.7 
汎 用 エ ン ジ ン  13  95.4  0.3 
農 業 機 械  14  83.6  0.3 
そ の 他  43  84.7  1.0 

計  359  89.1  8.6 

電
気
機
械
用

コンピュータ周辺機器  126  109.6  3.0 
マイクロモータ  273  618.4  6.5 
電 気 冷 蔵 庫  39  86.3  0.9 
電 動 工 具  45  122.0  1.1 
ステッピングモータ  155  295.8  3.7 
電 気 洗 濯 機  23  85.4  0.5 
音 響 機 器  24  84.8  0.6 
家 庭 用 VTR  20  84.8  0.5 
エアコンディショナー  18  86.3  0.4 
換 気 扇  12  79.3  0.3 
そ の 他  62  104.8  1.5 

計  796  170.7  19.0 
そ の 他 用 計  1  16.3  0.0 
合 　 　 　 　 　 計  4,183  99.6  100.0 

納 入 先 系 統 別
出荷量（t） 前年度比（%） 構成比（%）

2022 年度 2023 年度 2024 年度 2023 年度 2024 年度 2022 年度 2023 年度 2024 年度

鉄
　
　
　
粉

内
製
向
け

自 動 車 関 係  8,784  7,413  5,788  84.4  78.1  10.1  9.7  7.9 
そ の 他 ー ー ー ー ー ー ー ー

計  8,784  7,413  5,788  84.4  78.1  10.1  9.7  7.9 
外 販 企 業 向 け  77,972  69,226  67,451  88.8  97.4  89.9  90.3  92.1 
合 計  86,756  76,640  73,239  88.3  95.6  100.0  100.0  100.0 

銅
　
　
　
粉

内
製
向
け

自 動 車 関 係  1  1  1  83.3  100.0  0.0  0.0  0.0 
そ の 他 ー ー ー ー ー ー ー ー

計  1  1  1  83.3  100.0  0.0  0.0  0.0 
外 販 企 業 向 け  3,795  3,570  3,514  94.1  98.4  100.0  100.0  100.0 
合 計  3,796  3,571  3,515  94.1  98.4  100.0  100.0  100.0 

ス テ ン レ ス 鋼 粉  2,754  1,545  1,385  56.1  89.7 ー ー ー
Ｍ Ｉ Ｍ 用 原 料 粉  469  329  391  70.1  118.9 ー ー ー
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工  業  会  統  計

年　　　月
粉末冶金製品生産金額（百万円）  原料粉出荷量（トン）

軸受合金 機械部品 摩擦材料 電気接点 集電材料 その他 合　計 鉄　粉 銅　粉
2020 年度　　 1,179 7,854 432 1 133 334 9,934 7,107 326 
2021 〃　　 1,415 8,904 635 3 132 453 11,543 8,070 374 
2022 〃　　 1,252 8,247 676 2 149 453 10,779 7,193 302 
2023 〃　　 1,342 8,553 617 2 140 449 11,103 6,346 289 
2024 〃　　 1,285 8,027 749 3 196 468 10,729 6,069 284 

前年度比％ 96 94 121 160 140 104 97 96 98 
2024 年 5 月 1,322 7,711 768 1 179 435 10,416 5,323 271 

6 月 1,401 8,042 738 3 196 422 10,802 6,965 270 
7 月 1,516 8,824 793 7 211 492 11,842 6,884 302 
8 月 1,181 6,698 652 1 174 411 9,116 4,760 284 
9 月 1,280 8,280 737 3 204 448 10,951 6,539 259 

10 月 1,335 8,609 821 2 229 527 11,523 5,941 328 
11 月 1,348 8,218 774 1 177 482 11,000 6,444 295 
12 月 1,125 7,849 687 2 192 487 10,341 6,455 304 

2025 年 1 月 1,136 7,787 737 2 218 467 10,347 6,088 245 
2 月 1,185 7,870 760 1 204 503 10,522 5,822 245 
3 月 1,264 8,615 781 6 181 491 11,338 6,006 317 
4 月 1,265 7,662 734 1 210 493 10,365 5,318 239 
5 月 1,165 7,766 749 1 188 444 10,313 6,045 205 

前年同月比％ 88 101 98 54 105 103 99 114 107 
（注 1）「その他」は磁性材料硬質も含む。	 （注 2）生産金額は消費税を含む。
（注 3）前年比・前年同月比は同一企業数で計算。	 （注 4）前年度比、前年同月比は消費税抜きの金額で比較。

╮
▕ 

月
平
均 

▕
╯

株式会社ニューメタルス･エンド･
ケミカルス･コーポレーション

代表取締役社長	 植　元　淑　雄
所在地：	東京都中央区京橋 1-2-5 京橋 TD ビル
ＵＲＬ：	www.newmetals.co.jp/

株式会社モック
代 表 取 締 役	 大　塚　政　義
所在地：	大阪府寝屋川市仁和寺本町 3-3-1
ＵＲＬ：	www.mokc.jp

株式会社中央発明研究所
代表取締役社長	 曽　我　夏　人
所在地：	東京都西多摩郡瑞穂町二本木 539
ＵＲＬ：	www. chuhatsu.co.jp/

大洋商事株式会社
代表取締役社長	 北　代　広　明
所在地：	東京都中央区新富 2-15-5
ＵＲＬ：	www.taiyoshoji.co.jp

東邦チタニウム株式会社

所在地：	神奈川県茅ヶ崎市茅ヶ崎 3-3-5
ＵＲＬ：	www.toho-titanium.co.jp

Ipsen 株式会社
代 表 取 締 役 	 星　野　雅　志
所在地：	大阪市鶴見区安田 2-3-2
ＵＲＬ：	www.ipsenglobal.com
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菅原精機株式会社
代 表 取 締 役 	 菅　原　尚　也
所在地：	京都市山科区椥辻西潰町 14
ＵＲＬ：	www.k-sugawara.co.jp

小林工業株式会社
代表取締役社長	 佐　藤　正　樹
所在地：	秋田県由利本荘市石脇字赤ハゲ 1-372
ＵＲＬ：	www.kobayashi-akita.co.jp

三菱マテリアルテクノ株式会社
		  松　島　健　文
所在地：	東京都台東区台東 1-30-7
	 秋葉原アイマークビル
ＵＲＬ：	www.mmtec.co.jp/

取 締 役
営 業 部 門 長

株式会社アドテックエンジニアリング
代表取締役社長	 竹　田　幸一郎
所在地：	東京都港区三田 3–5–19
	 住友不動産東京三田ガーデンタワー 31 階
ＵＲＬ：	www.adtec.com/

三起精工株式会社
代 表 取 締 役	 大　関　敏　也
取締役 営業部長	 鶴　渕　道　宏
所在地：	栃木県足利市県町 890-4
ＵＲＬ：	www.sanki-seiko.co.jp

株式会社ヤマザキ電機
代 表 取 締 役 	 吉　田　和　夫
所在地：	埼玉県坂戸市小山 123
ＵＲＬ：	www.yamazaki-denki.co.jp

株式会社タナカカメ
代表取締役社長	 牧　野　耕　二
所在地：	大阪府枚方市招提田近 1-3
ＵＲＬ：	www.came.co.jp

太陽金網株式会社
代表取締役社長	 平　井　裕　晃
所在地：	大阪市中央区南船場 1-11-7
ＵＲＬ：	www.twc-net.co.jp/

コータキ精機株式会社
代表取締役社長	 小　黒　二　郎
所在地：	静岡県駿東郡長泉町下長窪 1032
ＵＲＬ：	www.kohtaki.co.jp

三菱製鋼株式会社
　　　　　　　	 深　澤　秀　一
所在地：	東京都中央区月島 4-16-13
ＵＲＬ：	www.mitsubishisteel.co.jp/

執 行 役 員
素形材事業部長

ヘガネスジャパン株式会社
代表取締役社長	 片　野　唱　栄
所在地：	東京都千代田区大手町 2-6-4
	 TOKYO TORCH 常盤橋タワー 915 区
ＵＲＬ：	www.hoganas.com/ja/

福田金属箔粉工業株式会社
代表取締役会長	 園　田　修　三
代表取締役社長	 福　田　宏　樹
所在地：	京都市山科区西野山中臣町 20
ＵＲＬ：	www.fukuda-kyoto.co.jp
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平和産業株式会社
代 表 取 締 役 	 大　竹　　　徹
所在地：	埼玉県さいたま市南区文蔵 4 － 21 － 11
ＵＲＬ：	www.peace-lon.co.jp/

日本アトマイズ加工株式会社
代表取締役社長	 遠　藤　誠　二
所在地：	千葉県野田市西三ケ尾 87-16
ＵＲＬ：	www.atomize.co.jp

DOWA IP クリエイション株式会社
代表取締役社長	 宮　﨑　達　郎
所在地：	岡山県岡山市南区築港栄町 7
ＵＲＬ：	www.dowa-ip.co.jp/

DOWAエレクトロニクス株式会社
機能材料事業部長	 西　口　兼　史
所在地：	千代田区外神田 4-14-1 秋葉原 UDX ビル
ＵＲＬ：	www.dowa-electronics.co.jp

大同特殊鋼株式会社
常 務 執 行 役 員	 永　谷　哲　洋
所在地：	東京都港区港南 1-6-35
ＵＲＬ：	www.daido.co.jp

JFE スチール株式会社
	 	 宇　波　　　繁
所在地：	東京都千代田区内幸町 2-2-3
ＵＲＬ：	www.jfe-steel.co.jp

エプソンアトミックス株式会社
代表取締役社長	 沼　沢　　　亮
所在地：	青森県八戸市大字河原木字海岸 4-44
ＵＲＬ：	www.atmix.co.jp/

株式会社神戸製鋼所
	 	 二　村　　　敏
所在地：	東京都品川区北品川 5-9-12
ＵＲＬ：	www.kobelco.co.jp/

素形材事業部門
鉄 粉ユニット長

三井金属ダイカスト株式会社
代表取締役社長	 陣　内　誠　司
所在地：	山梨県韮崎市大草町下條西割 1200
ＵＲＬ：	www.mitsui-kinzoku.co.jp/project/diecast

ポーライト株式会社
代表取締役社長	 菊　池　正　史
所在地：	埼玉県北足立郡伊奈町小室 4852-1
ＵＲＬ：	www.porite.co.jp/

フクイシンター株式会社
代 表 取 締 役 	 西　村　政　芳
所在地：	福島県須賀川市虹の台 27-1

株式会社ファインシンター
代表取締役社長	 山　口　登士也
所在地：	愛知県春日井市明知町西之洞 1189-11
ＵＲＬ：	www.fine-sinter.com

鉄 粉 セ ク タ ー
副 セ ク タ ー 長
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一般社団法人粉体粉末冶金協会
会　　　　　長	 尾　﨑　由紀子
所在地：	京都市左京区下鴨森本町 15 
	 生産開発科学研究所内
ＵＲＬ：	www.jspm.or.jp/

日本粉末冶金工業会
専　務　理　事	 澤　山　哲　也
所在地：	東京都台東区台東 3-42-7 
	 松田商事ビル 6 階
ＵＲＬ：	www.jpma.gr.jp

日本ピストンリング株式会社
執　行　役　員	 蓮　見　良　介
所在地：	埼玉県さいたま市中央区本町東 5-12-10
ＵＲＬ：	www.npr.co.jp

ナパック株式会社
代表取締役社長	 鈴　木　　　隆
所在地：	長野県駒ヶ根市赤穂 14-1823
ＵＲＬ：	www.napac.co.jp

株式会社ダイヤメット
代表取締役社長	 伊　井　　　浩
所在地：	新潟県新潟市東区小金町 3-1-1
ＵＲＬ：	www.diamet.co.jp/

住友電気工業株式会社
焼結製品事業部長	 井　上　慎太郎
所在地：	兵庫県伊丹市昆陽北 1-1-1
ＵＲＬ：	sumitomoelectric.com/jp/products/sintering

株式会社キャステム
代 表 取 締 役	 戸　田　拓　夫
所在地：	広島県福山市御幸町中津原 1808-1
ＵＲＬ：	www.castem.co.jp

大阪冶金興業株式会社
代 表 取 締 役	 寺　内　俊太郎
所在地：	大阪市東淀川区瑞光 4-4-28
ＵＲＬ：	www.osakayakin.co.jp/

NTNアドバンストマテリアルズ株式会社
代表取締役社長	 武　田　　　毅
所在地：	愛知県海部郡蟹江町大字蟹江新田字勝田場 101
ＵＲＬ：	www.ntn-amc.com/

岩機ダイカスト工業株式会社
代表取締役社長	 齋　藤　明　彦
所在地：	宮城県亘理郡山元町鷲足字山崎 51–2
ＵＲＬ：	www.iwakidc.co.jp/

15

https://sumitomoelectric.com/jp/products/sintering



